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使
用
し
た
妻
、
か

き

す

ぎ

る

一

れ

ま

す

。

代

言

語

が

沈

定

し

一

雰

多

く
、
受
講
で
一
水
問
題
用
と
し
て
議
室

一
野
球
場
)

一

(
議
曾
事
務
局
)

布

に

利

用

し

ま

し

た

が

?

と

一弔

問

一

一

一

一

一

一

諮

問

中

龍

一

一

時

一

官

民

主

主

誌

で

趨

林

L
U
P
U
-

諸
説

ru引訪

一が
よ
い
で
し
ょ
う
。

一を
つ
け、

足
跡
に
植
え
な
い
よ
う
一
ム
期
同
七
月
五
日
(
日
曜
日
)
一ム
配
付
期
日
七
月
十
四
日
杭
出

一

水
泳
、
野
球
引
日
間
予
選
一

大

村

史

談

会

一

V
未
熟
堆
肥
や
緑
聞
を
田
植
ま
一
に
前
進
植
さ
つ
の
も
一
方
法
で
一
午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で

一

津
郷
本
経
寺
下
十
字
路
浦

一
テ
ニ
ス
、
パ
レ
l
、
パ
ス
ケ
ッ
一

一ぎ
わ
に
施
す
と
、
届
後
さ

か

ん

す

。

一

ぷ

場

所

中

央

公

民

舘

(

雨

天

の

一

上
宅

一

ト、

卓
球
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
一
大
村
長
会
で
は
七
月
二
十
五

一に
分
解
し
、
思
い
ガ
ス
が
で
き
、
一

マ
植
付
株
数
は
平
坦
地
で
も
六
一
場
合
は
三
成
小
学
校
)

一A
価
格
一
匹
(
大
)
四
村
ン
と
お
日
間
予
選
陸
上
、
相
撲
一
日
か
ら

一
白

百
の
予
定
平
一同

一

j
h
一
十
株
主
は
ぜ
ひ
植
え
ま
し
ょ
う
一
ム
内
容
①
映
写
機
の
構
造
原
理
一
前
後
五
円
、
(
申
)
ゴ一
H

ン
川
一
ぉ
・
初
日
県
下
甫
役
所
軟
式
野
一
方
面
の
史
跡
め
ぐ
り
を
行
い
会
の

一根
を
い
た
め
ま
す
の
で

、

言
堆

一

居

後

は
根
が
付
く
ま
で
は
深
一
②
映
写
機

よfご市村

安
い
費
用
で
深
耕
で
き
る

大

好
評
の
ト
ラ
、ク
タ
!
・
:
・①

本
年
四
月
九
日
入
魂
式
争
済
ま
一
っ
た
皆
さ
ん
方
か
ら
は
吹
飛
ん
だ

せ
た
ト
ラ
ク
タ
ー
は
、
農
協
い
ど

一横
様
で
す
。

協
力
を
得
て
、
各
地
区
で
の
展
示

一

実
演
会
を
四
月
中
に
大
体
終
り
、

一

五
月
に
は
車
体
検
査
手
終
了
し
て
一

や
っ
と
一
人
前
の
車
と
な
り
、

六一

月
に
入
っ
て
は
じ
め
て
農
家
の
皆
一

さ
ん
待
望
の
仕
事
を
行
う
と
と
が
一

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

一

い
ま
ま
で
行
い
ま
し
た
作
業
の

一

お
も
な
も

ωと
使
用
料
は
女
体
つ
一

ぎ
の
と
お
り
で
、
当
初
心
配
き
れ

一

ま
し
た
「
機
械
が
大
き
ぐ
重
い
の

一

で
、
踏
固
め
る
の
が
多
い
の
で
は

一

な
い
か
」
「
十
ア
ー
ル
千
円
以
上

一

で
は
牛
耕
、
テ
ー
ラ
ー
耕
に
比
べ
一

て
高
い
」
「
五
ア
ー
ル
や
十
ア
1
一

ル
ぐ
ら
い
の
広
さ
の
問
畑
で
は
作
一

業
で
き
な
い
だ
ろ
う
」
と
い
う
よ

う
な
疑
念
は
、
使
用
し
て
ぐ
だ
さ
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い
ま
ま
で
行
な
っ
た

お
も
な
作
業

ポ
ッ
ド
ム
.
フ
ラ
ウ

と
れ
ば
深
耕
用
型
で
あ
っ
て
、

二
十
四
日
ン
が
限
度
と
思
わ
れ

ま
し
た
州
実
施
の
結
果
は
二
十

四
勺

i
一一一十
円ン
で
完
全
な
天

地
返
し
が
で
き
、

一
審
利
用
さ

れ
あ
機
械
で
す。

二
十
四
円ン

J
一ニ
十
円
ン
は
十
ア

ー
ル
当
千
三
百
円
(
乙
れ
は
主

と
し
て
畑
の
深
耕
目
的
)

十
二
円
ン

J
十
五
勺
は
十
ア
ー

ル
当
八
百
円
〔
と
れ
は
主
と

し
て
二
毛
作
田
?
型
転
(
代
あ

け
)
〕

で
き
な
い
人
)

従
来
の
大
村
市
議
会
傍
聴
人
取

締
規
則
が
六
月
十
五
日
か
ら
大
村

市
議
会
傍
聴
規
則
に
改
め
ら
れ
内

一
容
も
全
面
的
に
改
正
さ
れ
ま
し
た

員

一

そ

の
お
も
な
も
の
は
つ
ぎ
の
と

湘
一
お
り
で
す
か
ら
、
市
議
会
を
傍
聴

洲
一
さ
れ
る
場
合
、
皆
さ
ん
の
ど
協
力

ね
一
を
お
願
い
し
ま
す
。

築構防堤キ仇真写

①
傍
聴
席
が
満
員
の
と
き
、
ま

た
は
傍
聴
禁
止
の
会
舗
に
は
入
場

の
許
可
を
い
た
し
ま
せ
ん
。

め
議
長
は
必
要
と
認
め
た
と
き

は
傍
聴
人
の
人
員
を
制
限
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

(
議
場
へ
の
入
場
禁
止
)

め
傍
聴
人
は
傍
聴
席
の
ほ
か
議

場
へ
入
る
と
と
が
で
き
ま
せ
ん。

(
傍
聴
席
に
入
る
こ
と
が

(
傍
聴
の
手
続
)

①
会
識
を
傍
聴
す
る
一

般
傍
聴

側
議
会
を
傍
聴
す
る
人
に

人そた他手プ
れは⑦楽⑥携ラ⑤(む
の他そ 器箇 帯カ張異
あ人のの、し lり様
るに他類ラてド紙 な
物迷議存 ツい、、 服
帯感事携パる旗t::'装
携を帯帯 、入、ラを
棺:お 妨 し 太 の、 し
しよ害て 鼓 ほ掲て
て ほ しい、 り 示い
いす、るそ の板 る
るおま人 の 類、人

うし不 と
なたゆ品:(百〉 と
行りそ裁み。
為、のなだ
を 議他 行 り
'....1事議 為に
なの場を席
い 妨のし亭
と 害秩 な離
とと 序いれ
。なをと た
るみとり
よだ。、

(
寓
賞
、
映
画
等
の
撮
影

及
び
録
普
等
の
禁
止
)

空
巣
ね
ら
い
に

-' 
』回

用

tし、


